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みんな仲間だ！霊南坂スカウト！ 
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志水功さんが６月に逝去されました。謹んでご冥福

をお祈り申上げます 

私が昭和２６年東京第４隊へ入隊してから７０年経

ちました。昭和４０年に年長隊の隊長を辞めるまでの

１４年間、その間所属した大学ローバーの４年間、大

勢の方々にお世話になりました。現役を退いて一 OB

として社会生活を送ってきたこの半世紀余の間も、折

りにふれてのスカウト仲間の友情と好意に心から感謝

しているこの頃です。 

入隊は中学１年の時、渡邊澄さんに誘われました。

同年では与謝野馨さん(衆議院)、石田耕司さん(国土

計画)、安積発也さん（国連）がいました。皆さん社

会で大活躍された方々です。 

スカウト仲間や諸先輩の想い出は尽きませんが、一

番お世話になったのは私が少年隊副長だった時の隊長

飯田貞雄さんです。ともすれば離れがちになる私をス

カウト活動に引き寄せてくれました。 

当時教会の庭で訓練が終わると、鐘楼の上にある小

さな部屋で隊集会を行うのが常でした。教会の玄関を

入ると二階の回廊へ上がる階段があり、回廊の端に鐘

楼への階段入口がありました。隊員がどたどたと玄関

から階段を駆け上がって行く様子を飯田隊長は上の回

廊からじっと見ていました。そして集会での開口一番

は「今日玄関の靴拭マットで靴底を拭いたのは髙橋副

長だけ。皆んな見習うように！」でした。吃驚した事

を今でも覚えています。 

昭和３４年、滋賀県饗庭野での日本ジャンボリーの

事でした。私はジャンボリー直前に大学のワンダーフ

ォーゲル部の夏合宿があり、合宿場所の青森県八甲田

山から饗庭野に直行しました。そしてキャンプサイト

から一歩も出ずに全期間食事当番を勤めました。飯田

隊長の副長としてジャンボリーの準備に貢献出来なか

ったことのお詫びとして皆の嫌がる食当を引き受けた

のでした。その後ワンゲルはスカウト活動に専念する

ため退部しました。 

昭和３５年、少年隊の山中野営場での夏期キャンプで

のこと。小雨の朝、山中湖の対岸へ船で渡り下船の際、

桟橋に飛び移ろうとして船の手摺にポンチョの裾がから

み、山靴を履きザックを背負ったまま湖へドボン。一瞬

もう駄目かと思いましたが、一旦水底まで沈み足でけっ

て水面に飛び上がったところ、手を伸ばせという船員の

声が聞こえ、すぐ手をつかんで引き上げてくれました。

しかし預かって首から提げていた飯田隊長の大切なカメ

ラ（キャノン）も水没してしまいました。キャンプに帰

って事情説明しても飯田隊長は何も言わず、私の無事を

確認しただけで、黙ってカメラを修理に出しに行きまし

た。大変ご迷惑をかけたお粗末な出来事でした。 

少年隊副長も年長隊隊長も飯田さんの推挙があったの

だと思います。しかし申し訳ないことに年長隊隊長は仕

事の関係から２年で退任することになりました。飯田さ

んは後に山梨大学教育学部の教授に、また日連では理

事、中央審議会議員などに就かれましたが、５５歳の若

さで亡くなられました。飯田さんのご冥福を心からお祈

り致します。 

今も自分にとって「ボーイスカウト」とは何だったの

かと考えることがよくありますが、私にはスカウト活動

で知り合った方々との交友という大変貴重な財産が出来

ました。そして卒団して半世紀以上経った今でもスカウ

ティングを忘れずに、「一日一善」と「備えよ常に」を

実践できることを大変有り難く感じています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

The Scout Motto is BE 

PREPARED which means you 

are always in a state of 

readiness in mind and body 

to do your DUTY. 

 

 

 

 
 

 

 

スカウトのモットーは「そ

なえよつねに」である。それ

は、いつでも自分のつとめを

果たせるように、心と体の準

備をしておく事である。 

発行：霊南坂スカウトクラブ／日本基督教団霊南坂教会内 

〒107-0052 東京都港区赤坂 1-14-3 

ホームページ http://reinanzaka-sc.o.oo7.jp/ 

「BS 時代の想い出」            髙橋弘長 

ベーデン＝パウエル卿の言葉 
 

 
 

（スカウト歴） 

１９５１年 

東京第４隊入隊。 

少年隊副長、 

年長隊隊長。 

慶應ローバークルー 

（隼スカウト） 
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新型コロナウイルス感染症拡大の感染拡大という

未曾有の事態に直面し、皆様、大変な日々をお過ご

しのことと存じます。非常事態宣言下における、カ

ブ隊の状況、苦労している点などをご報告いたしま

す。 

非常事態宣言下、カブ隊はオンラインでの活動を

開始しました。オンラインでの活動を開始した当初

は、保護者の皆様に接続準備などのご負担をお掛け

している点、ご家庭によって設備や回線のご準備が

整っていない点、まだまだ幼さのあるスカウト達が

画面越しで長時間の集中力は継続できない点など、

本当にオンラインでの活動を継続すべきなのか疑問

を持つこともありました。 

しかしながら、保護者の皆様のご協力、スカウト

達の新しい活動方法への順応性、私達リーダもオン

ラインで意義のある活動ができるように試行錯誤す

ることで、オンラインでの集会を継続的に行うこと

ができました。 

最近の活動では、私達の想像以上に、オンライン

のシステムを十分に使いこなしていますし、オンラ

インならではの活動をスカウト自身が考えて、実施

することができています。具体的には、オンライン

だからこそ、自宅で観察している植物や、収集して

いるコレクションの実物を見せながら発表もできま

す。また、画面に集中できることから、自然保護な

どのプログラムをクイズ形式で行うと、どんどん自

身の意見を言ってくれますし、集中していることで

非常に記憶もしてくれます。小学校などがオンライ

ンになったことでオンラインに慣れてきたスカウト

も多いですが、新しい活動方法への順応性に驚かさ

れます。 

一方で、苦労している点が無いわけではありませ

ん。正直、オンラインでの活動はできることが制限

されてしまいます。縄結びを実際に縄を使って指導

することはできないですし、工作を一緒に行って、

小刀やのこぎりの使い方を教えてあげることもでき

ません。非常事態宣言下では、野外活動、具体的に

はハイキングやキャンプもできません。リーダーと

しては、十分な活動ができないことへのもどかしさ

を持ち続けていました。 

非常事態宣言下でのオンラインでの活動は、スカ

ウトにとってもリーダーにとっても新しい気づきを

与えてくれました。しかしながら、やはりスカウト

活動は対面で行うことが一番だと感じ、当たり前の

ようにできていた対面での活動に感謝の気持ちが大

きくなりました。今後とも皆様のご支援とご鞭撻を

宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 
集会内容は、お菓子作りやクラフト、各自調べたこと

の発表など様々なことに挑戦しています。先日のオンラ

イン集会では、好きな国・行ってみたい国について発表

してもらいました。スカウト自身が選んだ国は、ベトナ

ム、エジプト、イタリア、シンガポール、韓国、カナ

ダ。今は難しいですが、スカウトたちが高校生になるこ

ろには海外キャンプへの参加も可能になるでしょう。

色々と制限がある中でも、スカウトたちはしっかりと自

分たちの夢を描いています。その夢を実現できるよう、

少女たちの支援を継続していきたいと思います。 

ジュニア部門      正リーダー 鈴木充代 

オンライン集会では、ラップの芯と竹で角縛りや筋交

結び、メスティン(四角形飯盒)のシーズニング方法とメ

スティンで蒸しパン作り、鍋やボール１つで作れるナポ

リタン、ストローで北欧飾りヒンメリクラフトなどして

きました。パワポにまとめた旗や刃物の扱い方を画面共

有でわかりやすい工夫をしています。紐結びの動画を作

成し YouTube にアップし何度も復習できるようになりま

した。先週は 4 団出身者でノルウェー在住の山岸さんか

らお話しを聴きました。子ども 2 か月、大人 4 週間の夏

休みに宿題もなしと聞いて「羨ましい」と日本との違い

を感じました。オンラインだからできる集会でした。 

シニア・レンジャー部門  

シニアリーダー 枝迫七海 

部活や学業も忙しい年代ですが、普段の集会では 6〜7

名の出席があり、雑談が始まると話題に尽きません。今

年度はバッジブック(集会企画、国際理解と文化、経済と

お金、SDGs 理解など)に積極的に取り組んでいます。残

念ながらほとんどオンラインでの活動ですが、逆にオン

ラインだからこそ繋がることの出来る他県・他団との交

流や都連&日連のイベントにも参加をし、団の活動に限

る事なくスカウトの可能性を最大限に発揮出来るよう支

援しています。 

全部門合同集会 

「オリジナルじゃんけん、母の日クラフト、ボンボン

作り」と企画から当日の運営までシニアレンジャーだけ

で行いました。準備万端だったので楽しい集会でした

が、空き時間の計画の必要性も感じていました。今は縦

割り班での私たちの国作りが中断しています。対面にな

ったら国別対抗オリンピックなどする予定です。 ＧＳ

群馬県４団から「〇〇県 4 団と繋がろう」企画の一つと

して素敵な団の紹介冊子が贈られてきました。ボランテ

ィア活動や SDGs の学びと発表など活発な団です。私た

ちは折り紙花火を作成し、画面いっぱいに綺麗な花火を

咲かせ、返信用の冊子の 1 ページにしたいと思います。 

 4 月からパラリンピックのトーチキスにも参加した

108 団今村リーダーに集会をお手伝いいただき助かって

います。 

 

 

 

 

 

ボーイスカウト・ガールスカウトの活動 

「非常事態宣言下でのオンライン活動でも 

成長するカブスカウト達」 

カブ隊 隊長 山菅裕之 
 

テンダーフット部門 ブラウニー部門    

      正リーダー 備後 千春 
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志水功さん、霊南坂教会で発足した東京第４隊

（現港第１団）の初めてのスカウトの一人で私の三

学年年長のスカウト。隊のソングマスターの存在で

特筆することは「団歌（神と国とに）」や心に沁み

る混成四部の「いこい（るり色の」を後に作詞作曲

され、また「清水のせせらぐ」を作曲、飯田貞雄兄

が作詞のスカウト、リーダー１５名の名前の入った

この歌を愛唱した記憶が残ります。 

志水功兄の胸ポケットにはいつも「音叉（おん

さ）」が入っており、スカウトソングを斉唱すると

き志水兄の耳に音叉が近づいて始まりました。 

１９５０年当時、日本連盟でまだシニア隊の設置

がない時代、年長の荒垣恒英、今田冨士雄、飯田貞

雄、志水功兄など、小崎忠雄兄を班長に選び年長班 

として子羊（ラム）班を建ち上げてシニア活動を開

始、特にウクレレを活かした活動の中心には志水兄

が居られました。 

当時、東京連盟ではソングは東京第４隊と認めら

れ、テレビの実験放送の時代からＮＨＫや民放に出

演できたことは志水兄に負うところが多く感謝して

おります。 

また、１９５２年に日本連盟でカブ隊、シニア隊

の設置が認可され、翌５３年４月に葭原勇隊長の元

で霊南坂教会でのカブ隊発足が決まり、志水兄に隊

長の白羽の矢。その下で遠山兼宏兄と私がお手伝い

することで準備が始まり、翌５４年６月にカブ隊が

発足しました。 

１１月に四谷のイグナチオ教会で開催された指導

者講習会（カブ指導者補講）に志水兄と共に５日間

の講習を受け“いつも元気”のカブ活動のことを学

んだことは忘れることはできません。“いつもげん

き”を合言葉に集会の多くは教会の園庭を離れて近

くのスウェーデン大使館の跡地。広い所で藪や崖も

あり、ベースボールを初めカブ隊には持って来い環

境で古矢紘一、万石俊夫、真木壮一郎（マイク真

木）君などの顔が浮かびます。 

翌５５年４月、志水兄が獣医として北海道に赴任

することととなり、思い掛けない隊長の大役が私に

回ってきました。その際に志水兄から一冊の大学ノ

ートが渡され、その中にはひとり一人のスカウトの

進歩記録が克明に記されており、隊長の役割と責任

の重さを教えられました。このことを契機に７０年

近くにわたりスカウターの道を歩ませていただいた

ことを志水兄に心から感謝いたします。 

 謹んでご冥福をお祈りいたし、神様のみ許でゆっ

くりお休みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「志水  功さんを想う」   杉原 正   東京港第１団名誉団委員長 

 
1953 年 2020 年 
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大学１年のとき、当時の東京第４団を退団しまし

た。大学では流体工学を収め卒業し、自動車レース

活動をしたあと、30 歳で執筆活動に入りました。

90 年代から電気自動車(EV)に関わるようになり、

今日に至ります。取材範囲は広がり、エネルギーや

食糧、そして人口問題にも目を向けています。 
さて主題ですが、菅義偉総理大臣が脱炭素を明確

にしたことで、エンジンからモーターで走るクルマ

への転換がより強く求められています。そして、電

気自動車(EV)と燃料電池車(FCV)が何かと話題にの

ぼります。しかし私は、EV こそ普及すべきと考え

ます。その理由をお話しします。 

  環境問題は、1960 年代ごろから社会や暮らしを

苦しめてきました。当時は、「公害」といわれる発

生地域の課題でした。それがまだ解決したわけでは

ありませんが、いま世界的な懸念となっているのは

温暖化による「気候変動」です。これは地球規模の

環境問題です。 

  最大の要因は、人口問題にあります。19 世紀末

となる 1900 年の世界人口は約 16 億人でした。現在

は、77 億人以上でしょう。20 世紀の 100 年と 21 世

紀に入っての 21 年で、人間の数が 4.8 倍以上に増

えたのです。どのような生き物も、その数が 5 倍近

く増えたら何らかの問題を起こすでしょう。それ

が、環境問題の正体です。 

  そうしたなか、石油という地下資源を燃やして使

うエンジン車が増えることは、環境をますます悪化

させます。したがって、排出ガスのない EV や FCV

への期待が高まっているのです。 

  モーター駆動への期待は、環境問題だけではあり

ません。自動運転の実用化も、モーターを使った方

が、より精度高く、実用化の道が拓けると考えられ

ます。なぜなら、モーターはエンジンの約 100 倍速

く応答できるからです。加減速の指令(アクセル操

作)をしたとき、素早く反応し、走行状態を変えら

れるのがモーターです。その結果、交通の流れに乗

りやすくなったり、緊急時の急停車もしやすくなっ

たりします。 

ことに緊急時において、モーターは発電機と同じ

機構なので、それを活用すればブレーキとは別に減

速を強める効果を期待できます。発電の際の磁力が

減速を促し、同時に走行用バッテリーに充電しま

す。それはエンジンブレーキのような感覚ですが、 

 

電流の調整次第で、加速も減速もモーターだけで自由 

にできるところが、エンジン車と大きく違う点です。

そしてそれらが、自動運転に適しています。 

そのうえで、FCV ではなく EV の普及がより実効性

を高めることについて説明しましょう。 

EV は、家庭で充電できます。また、装置の設置は

必要ですが、停電の際には EV から家庭へ電力を供給

することができます(解説図を参照)。つまり、駐車

しているときにも役立つのが EV です。FCV も、災害

時の停電で電気の供給は可能ですが、日常的に電力需

給の一部として暮らしとつながることができるのが、

EV の利点です。 

 たとえば自宅に太陽光発電を設置すれば、EV に充 

電する電気もそこから得られ、同時に、家庭で使う 

電力が少なければ一時的に EV に貯めておき、必要に

応じて EV から賄うことができます。曇りや雨が続い

て天候がわるく太陽光発電が十分に機能しなくても、 

晴れた日に EV に貯めておいた電気を使えます。EV に 

は、3～4 日分の電気を貯めておけます。 

 この発想を拡大していくと、複数の EV が近隣で使 

われれば、地域の電力需給を調整することが可能にな 

ります。そこには人工知能(AI)の活用が必要になるで 

しょう。これから期待される新しい技術を応用した、 

より快適で安心な暮らしの支えに EV はなっていける 

のです。それは、若い方々の仕事への意欲も高めるの 

ではないでしょうか。 

そのような送電網の有効活用を、スマートグリッド 

(賢い送電)といいます。これを地域から、さらに全国 

へ広げていけば、国全体が EV と暮らしをつなげた電 

力需給網で覆われ、スマートフォンをはじめ暮らしの 

基盤となっている家庭電化製品を不自由なく使えるよ 

うになるでしょう。 

また、自動運転と通信事業の合体により、各自がク

ルマを持つのではなく、共同利用するクルマがスマー

トフォンひとつで自宅の玄関まで送迎にやってくる時

代が訪れるかもしれません。いま、乗用車と商業車を

あわせて世界に約 13 億台あるとされていますが、そ

れが半分になっても、消費者の移動の利便性は共同利

用によって確保されるでしょう。台数が減れば、世界

で懸念される希少資源の有効活用にもなります。 

そう考えれば、EV の普及は電気を安心して使いな

がら快適に暮らせる未来の生活を築くことにつながっ

ていきます。ガソリンスタンドという社会基盤と同じ

水素スタンドに依存する FCV とは、そこが違うので

す。 

スカウトクラブ 会員のお便り 
 

 
 

「自動車の未来について」      御堀直嗣     

（スカウト歴） 

1962 年 9 月 

東京第 4 団入隊 

カブスカウト、ボーイス

カウト、シニアスカウト

を経て、 

1974 年 3 月退団  
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カナダのバンクーバー 

に移住して、早 25 年が 

過ぎました。知り合いの 

居ない異国での生活は 

ガールガイド（GG）の 

グループ探しから始まりました。馴染みのある分野

だったら、つたない英語でも大丈夫だろうと思った

のですが、カタカナ英語で覚えていた歌は、通用し

ませんでした。それはさておき、何とか今でも GG の

リーダーとしてご奉仕させて頂いていますが、これ

からお話しするのは、私が体験したこちらのガイド

活動のことです。日本でのスカウト経験との違いな

どは年代の差はもちろん、個人的主観ですので、必

ずしもカナダだからというものではないということ

を予めお断りしておきます。 

 ガールスカウト（GS）言えば、キャンプですよ

ね。私もキャンプが大好きで、火起こしや竹を使っ

たクラフトに全力を注いだものでした。ところが、

こちらで私が行ったキャンプでは、火起こしはキャ

ンプファイヤーの時だけ。食事はプロパンガスのキ

ャンプストーブを使います。鍋の底に洗剤を塗るこ

となんかもちろんしません。ある時、親しくしてい

たリーダーに日本から持って帰った飯盒をお土産に

あげて、これでご飯をかまどで炊くんだ説明した

ら、目をまん丸くさせて「No Way」とびっくりして

いました。食事は折り畳み式のキャンプテーブルを

使ったり、椅子に座ったりしてします。竹で蛇腹を

組んだテーブルなんて見たことがありません。テン

トもあの重いキャンバス地じゃありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GS では軍手はキャンプの個人備品として必須でした

けど、それを使っている人はゼロです。 皆さん頑丈

な手をしているのでしょうか。毎朝「点検」なるもの

があって、きちんと制服に着替えてサイトやテント内

の整理整頓が点検されましたよね。そんなことこちら

ではしたことがありません。 

それと、これはキャンプとは関係ありませんが、リ

ーダーや集会のお手伝いをするボランティアになるに

は所轄警察から「無犯罪証明」をもらわなければなり

ません。2-3 年前からオンラインで出来るようになり

ませしたけど、以前は警察署に赴いて面倒な書類の記

入をしなければなりませんでした。 

 リーダーの確保が年々難しくなっているのは日本も

同じでしょうが、色々な手続きが煩雑になっていて、

それも一因ではないかと思います。 

 今回のコロナ禍では、昨年 4 月早々には室内・屋外

問わず、対面式での集会が禁止され、オンライン 

に切り替えるようにカナダ連盟から指導がありまし 

た。それから間もなく、オンライン用の集会やクラフ

トアイデアが連盟や支部の SNS にアップされ、時代の

流れを感じました。私が今受け持っているブラウニー

は、どちらかと言えば経済的に余裕のある地区に所属

しているので、コンピューターが無いなどという問題

はなかったのですが、参加者は減りました。学校もオ

ンラインになっていたので、親御さんとしてはこれ以

上コンピューターの前に座らせたくなかったかもしれ

ませんが、7.8 歳の子供を 1 時間以上つなぎとめるの

は難しかったです。 

 年が明けてからは屋外での活動が認められました

が、参加者は 2 メートルの間隔を保つこと、そして歌

を歌ってはいけない、という制限がありました。フラ

フープを使って立ち位置を決めたり、工夫はしました

けどあまり効果がなく、結局「離れて！」と叫んでい

ました。 

歌を歌わないガールなんて考えらません。そこで私

たちが取った苦肉の策は、ハミングです。 

開会式と閉会式の歌もハミングでしました。だんだん

可笑しくなってきて、子供たちもそれなりに楽しんで

はいましたけど、やっぱり変でした。 

 9 月から新年度が始まります。今まで使っていた小

学校のお部屋がコロナの関係で使えないので、新しい

場所が見つかるまで屋外活動、或いはオンラインにな

ります。一日も早く元通りになってほしいと願ってい

ます。 

 

（スカウト歴） 

1965 年母に連れられて第 4

団のガールスカウト A に入

団。針替団委員長に支えら

れながらスカウト時代を過

ごし、上級スカウトまで続

ける。その後ブラウニーか

らレンジャーまで全部門の

リーダーを経験する。中村

浩子リーダーや中谷明子リ

ーダー、川リーダーなどの

エネルギーに圧倒されなが

らも楽しいスカウト時代を

過ごす。 

「カナダでのガールガイド活動」      竹本裕子 
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霊南坂スカウトクラブ 告知板 

【 スカウト催事予定 】 

・教会バザー 中止 

・GS・SC SDGs ｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑ 

11 月 13 日…15 時～17 時 30 分 

・BS・GS 合同クリスマス礼拝 

12 月 11 日…時間未定 

・教会クリスマス礼拝 

12 月 19 日…10 時 15 分～ 

・キャンドルサービス 

12 月 24 日…時間未定 

・BS 餅つき 

2022 年 1 月 15 日 

・スカウトサンデ-礼拝 

2 月 20 日…10 時 15 分～ 

・スカウトクラブ総会予定 

2 月 20 日…13 時～15 時 

・イースター 

4 月 17 日…10 時 15 分～ 

 

【日本のガールスカウト運動

は今年１００周年を迎えまし  

た！ボーイスカウトは来年 

１００周年を迎えます！】 

 

ガールスカウトは１００周年を 

記念して「わたしの声から広が

る世界」をテーマに 10 月 9 日・

10 日にセレモニー「国際ガール

ズメッセ」を開催します。ボー

イスカウトは「より良き世界を

目指して」創立１００周年を迎

える 2022 年 1 月 1 日〜12 月 31

日を 100 周年記念期間としてセ

レモニーその他の行事を計画し

ています。 

 

【ステキな嬉しい 

ニュースです！】 

 

世界に蔓延する、コロナ禍の中

で開催された TOKYO２０２０の

オリンピックとパラリンピック

は沢山の感激と感動と興奮の中

無事終了しました。 

1964 年の大会でもボーイスカウ

ト、ガールスカウトが奉仕いた

しました。今回も表舞台での活

躍が報じられることは少なくて

も各地で活動しておりました。 

パラリンピックの閉会式のクラ

イマックスの大トリで”What a 

Wonderful World”を手話パフォー

マーの我らがスカウトクラブの

メンバー(GS OG)の長井利美さん

が立派に務められました。 

 

 

 

 

 

 

会費の納入をお忘れではないですか？ 

スカウトクラブは現団への支援、会報 

印刷、通信費など、皆様の会費とバ 

ザーの収益金、賛助金で運営していま 

す。毎年の納入をお願いいたします。 

年会費  3000 円/年 

家族会員  2000 円/年 

入会金 1000 円/入会時のみ 

 

振込先「 ゆうちょ銀行 」 

00170-4-765234 

他行からの振込みの場合は下記宛てに 

お願い致します。 

銀行名    :ゆうちょ銀行 

店名(店番): ゼロイチキュウ( 0 1 9 ) 

 預金種目  : 当座 

 口座番号  : 0 7 6 5 2 3 4 

 口座名称  : 霊南坂スカウトクラブ 

[ 編 集 後 記 ] 

   BS/GS 今昔話題満載 

[霊南坂スカウトクラブ役員] 
  会長    西郷崇子 

副会長   田中新二  

会計       臼井純一  

総務     高玉 大 

戸田健次郎 

書記      檜垣君子 

杉田憲彦 

通信      西谷芳美 

小田島典子 

広報・団   矢澤宏子 
会報 渡辺 博   
H.P   臼井純一 

教会・団  内藤正樹  

ボーイスカウト団委員長  

古谷久代 

         ガールスカウト団委員長 

監査    日下部英一 

柳 健一 
 

[ 月例集会 ] 

※当面オンラインと致します 

月例集会にぜひご参加くださ

い。 １９５０年代～２０００

年代に 現役であった紳士淑女

の参加を お待ちしています。 

現役時代に戻り・話して食べ

て・ あなたのパワーで楽しい集

会に したいと思います。 

原則毎月（８月は休） 

第２水曜日 

（祭日に当たる時は第３水曜） 

１９時～２１時 

地下鉄日比谷線 神谷町駅地下

の「エリー(永利)」で開催いた

しま す。 
 

 

 

 

 

 

 

・お問い合わせは下記宛てにお

願い致します。 

taakos@nifty.com (西郷) 

usui4669@hotmail.co.jp (臼井) 

・住所変更、メールアドレスの

変更 などありましたら、霊南

坂教会内スカウトクラブ宛また

はｅメール（上記）および右欄

の WEB URL ホームページのトッ

プ頁下にある「問い合わせ」

の ”投稿・連絡メールへ”からク

ラブ事務局にお知らせ下さい。 

( 月例集会風景 ) 

 
【世界スカウト機構（WOSM）

とガールガイド・ガールスカウ

ト世界連盟（WAGGGS）は 2021

年のノーベル平和賞にノミネー

トされました！】 

 

2021 年度ノミネートされたこと 

を誇りにし今後もスカウティン 

グ励んでゆきましょう。 

 

 


